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L-polylactic acid-dioxanone-polyethylene glycol block opolymer（PLA-DX-PEG）とヒト型recombinant BMP-2
の複合体を多孔性β-TCPの表面にcoatingした複合材料を作成し、骨形成促進活性を有した自家骨に相当するイ
ンプラントとしての有効性を検証した。β-TCP顆粒30mg、PLA-DX-PEG 10mg、rhBMP-2含有濃度が重量比0～0．0125％
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のインプラントを作製しマウス背筋筋膜下での異所性骨形成能を軟Ⅹ線及び組織学的に評価した。BMPを含まな
いPLA-DX-PEGをcoatingしたもの、BMPを含むがPLA-DX-PEGを含まないインプラントをコントロールとした。
rhBMP-2含有濃度 0．0025％以上で異所性骨形成が得られた。また、PLA-DX-PEGを用いることで良好な骨形成が
認められた。rhBMP-2、PLA-DX-PEGを含有したインプラントが強力な骨形成能を有し、自家骨に代わる材料とな
ることが明らかとなった。よって本研究は博士（医学）の学位を授与されるに値すると認められた。 
 
